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休日夜間
急病診療所

休日夜間急病診療所周辺地図

安城更生病院は４月３０日承

～５月２日承、八千代病院
は４月３０日、５月２日は通
常診療を行います。また、
地域の診療所でも大型連休
中に診療日を設けるところ
がありますので、あらかじ
め確認しておきましょう。
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受
診
医
療
機
関
に
迷
っ
た
ら
…

◆
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

最
寄
り
の
適
切
な
医
療
機
関
の
案
内

を

時
間
・
年
中
無
休
で
行
っ
て
い
ま

２４
す
。
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
ど
こ
が
悪

い
の
か
を
具
体
的
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

●
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話
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号
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１
３
３
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◆
小
児
救
急
電
話
相
談

毎
日
午
後
７
時
～
翌
日
午
前
８
時
ま

で
、
看
護
師
や
小
児
科
医
か
ら
ア
ド
バ

イ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
電
話
番
号
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◆
こ
ど
も
の
救
急（
公
益
社
団
法
人
日

本
小
児
科
学
会
）Ｈ
Ｐ

生
後
１
カ
月
～
６
歳
の
お
子
さ
ん
の
、

症
状
に
応
じ
た
対
応
を
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
下
記
Q
R
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

◆
総
務
省
消
防
庁
全
国
版
救
急
受
診
ア

プ
リ（
愛
称「
Ｑ
助
」）案
内
サ
イ
ト

「
Ｑ
助
」は
、
緊
急
度
判
定
を
支
援
し
、

医
療
機
関
や
受
診
手
段
の
情
報
を
提
供

す
る
ア
プ
リ
で
す
。

※
Ｗ
ｅ
ｂ
版
も
あ
り
ま
す
。

※
下
記
Q
R
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
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分
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も
う
す
ぐ
大
型
連
休
が
や
っ
て
き
ま
す
。
急
病
に
な
っ

た
時
の
備
え
は
で
き
て
い
ま
す
か
?
も
し
も
の
時
に
困
ら

な
い
よ
う
、
日
頃
か
ら
急
病
時
の
医
療
の
か
か
り
方
を
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
は
、
か
か
り
つ
け
医（
地
域
の
診
療
所
）に
相
談
し
、

診
療
可
能
で
あ
れ
ば
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
か
か
り
つ
け
医

が
休
診
日
等
の
場
合
、
受
付
時
間
内
で
あ
れ
ば
、
休
日
夜

間
急
病
診
療
所
を
受
診
で
き
ま
す
。

◆本紙３月１５日号８ページ「図書情報館へ行こう」に誤りがありました。お詫びして訂正します。
４月のおはなし会「でんでんむかしあそびの会」の日程 正施２７日松午後３時 誤施２０日松午後３時

急な痛みや検査を必要とする場合等、その症
状に応じて受診する医療機関は異なります。
下表の症状がある場合は、救急車を呼ぶ等し
て、２次・３次救急医療機関を受診しましょう。
※２次救急医療機関は、入院・手術が必要な患
者に対応します（本市では八千代病院）。３次
救急医療機関は、一刻を争う重

じゅう

篤な救急患者
とく

に対応します（本市では安城更生病院）。

こんな場合は２次・３次救急医療機関を受診しましょう
意識がない（返事がない）
けいれんが止まらない
突然の激しい頭痛や腹痛
冷や汗を伴う強い吐き気
突然うまく話せなくなる
交通事故や高所落下による強打
呼吸がない、呼吸が弱い
突然の顔や手足のしびれ
吐血や下血がある
締め付けられるような胸の痛み
広範囲のやけど
大量の出血


